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18～19歳 5.8%

20～24歳 7.7%

25～29歳
14.8%

30～34歳
14.6%

35～39歳
19.8%

40～44歳
18.4%

45～49歳
19.0%

（n=364）

男性 40.1%

女性 59.6%

無回答 0.3%

（n=364）

経営者・役員（自

営業含む） 5.2%

正社員・正職員
46.2%

派遣社員 1.1%

パート・アルバイ

ト・非常勤・契

約・臨時・嘱託
22.3%

専業主婦（夫）
11.3%

学生
9.1%

無職 3.6%
その他 1.4%

（n=364）

錦町 12.6%

北町 13.5%

中央 29.4%南町 13.7%

塚越 30.5%

無回答 0.3%

（n=364）

蕨市内
12.6%

川口市
7.7%

戸田市 5.5%

さいたま市
7.4%

蕨市、川口市、戸

田市、さいたま市

以外の埼玉県内
5.5%

東京都 38.7%

埼玉県・東京都

以外 5.8%

通勤・通学

していない
15.4%

無回答 1.4%

（n=364）

持ち家（戸建住

宅） 39.0%

持ち家（集合

住宅） 20.6%

賃貸住宅（戸建住宅）
3.0%

賃貸住宅（集合

住宅） 33.5%

社宅・寮 2.5%
その他 1.4%

（n=364）

１．結婚・出産・子育て等に関するアンケート   
◆調査期間   平成 27年 6月 

◆調査対象   18歳から49歳までの市民1,000名 

◆回収数（率） 365票【有効票364票・白票１票】（36.5％） 

１．あなたご自身について 

【性別】                  【年齢】 

【職業】                  【居住地】

【通勤・通学地】               【住まい】
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２．結婚について 

問1 現在、結婚している人は58.0％で、女性の方が結婚している割合が高い。30～34

歳で半数を超え、35～39歳で70％を超える。 

問２ 今後の結婚意向のある人は75.5％で、女性の方が結婚意向のある割合が高い。 

問３ 結婚意向のある人のうち、女性の方が早めに結婚したいと考えている。 

問４ 結婚の条件として、男女ともに「安定した仕事に就けている」「出会いの場や機会があ

る」が上位で、女性は「結婚しても仕事や学業を続けられる」も上位。 

問１ 結婚経験 

58.0 

54.1

60.8

0.0

10.7

37.0

54.7

70.8

83.6

75.4

4.4 

2.7

5.5

0.0

0.0

1.9

0.0

4.2

9.0

8.7

37.1 

43.2

32.7

100.0

89.3

61.1

45.3

22.2

7.5

15.9

0.5 

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体
(n=364)

男性
(n=146)

女性
(n=217)

18～19歳
(n=21)

20～24歳
(n=28)

25～29歳
(n=54)

30～34歳
(n=53)

35～39歳
(n=72)

40～44歳
(n=67)

45～49歳
(n=69)

結婚している 結婚したが、死別・離別した 結婚していない 無回答 ダミー

（%）
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58.8 

43.9 

19.3 

17.5 

16.7 

11.4 

0.9 

4.4 

0.9 

58.3

50.0

25.0

12.5

6.3

12.5

2.1

2.1

2.1

59.1

39.4

15.2

21.2

24.2

10.6

0.0

6.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

安定した仕事に就けている

出会いの場や機会がある

結婚資金が確保できる

結婚にあたって親や周囲の理解を得られる

結婚しても仕事や学業を続けられる

結婚して住む家を確保できる

自分や相手が結婚に適した年齢に達している

その他

無回答

全体(n=114)

男性(n=48)

女性(n=66)

ダミー

（%）

19.3 

14.6

22.7

26.3 

20.8

30.3

54.4 

64.6

47.0

0.0 

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体
(n=114)

男性
(n=48)

女性
(n=66)

できるだけ早く結婚したい 早めに結婚したい（２～３年以内）

結婚の時期にはとらわれていない 無回答

（%）

75.5 

71.6

79.5

23.2 

28.4

18.1

1.3 

0.0

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体
(n=151)

男性
(n=67)

女性
(n=83)

いずれ結婚するつもりである 結婚するつもりはない 無回答 ダミー

（%）問２ 結婚の意向 

問３ 結婚希望 

問４ 結婚の条件 
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問５ 結婚を希望する理想の年齢は、25～29歳が48.0％だが、現実では、この年代に結

婚したのは32.0％。 

問６ 結婚を希望する理想の年齢より、現実の年齢が上回った理由は、「適当な相手にめぐり

会わなかったから」が61.9％で最も多い。 

問７ 結婚の意向がない理由としては、「結婚に必要性を感じないから」が48.6％で最も多

い。 

問 5 結婚希望年齢 

問６ 理想より現実の年齢が上回った理由 

0.3 

0.3 

16.3 

12.9 

48.0 

32.0 

20.3 

14.2 

3.4 

7.1 

1.2 

0.6 

0.6 

0.0 

18.8 

9.8 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想(n=325)

現実(n=325)

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳

35～39歳 40～44歳 45～49歳 まだ結婚していない

無回答 ダミー

61.9 

15.9 

14.3 

14.3 

11.1 

1.6 

4.8 

1.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

適当な相手にめぐり会わなかったから

結婚資金やその後の生活資金の見通しが立たなかったから

趣味や娯楽を楽しみたかったから

交際相手の考え方や仕事の事情

仕事や学業に打ち込みたかったから

結婚にあたって親や周囲の理解を得られなかったから

その他

無回答

（n=63）

（%）
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問7 結婚の意向がない理由  

48.6 

25.7 

22.9 

20.0 

11.4 

5.7 

2.9 

20.0 

2.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

結婚に必要性を感じないから

趣味や娯楽を楽しみたいから

仕事や学業に打ち込みたいから

結婚資金やその後の生活資金の見通しが立たないから

家族を扶養する義務がなく気楽だから

広い友人関係を保ちやすいから

異性との交際が自由だから

その他

無回答

（n=35）

（%）
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50.0 20.1 22.8 3.8 

0.5 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=364)

子どもはいない １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答 ダミー

（%）

4.9 4.7 59.6 27.5 1.6 1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=364)

０人（子どもはいらない） １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答 ダミー

（%）

7.1 20.4 57.8 10.4 0.9 3.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=211)

０人（子どもはもたない） １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答 ダミー

（%）

３．出産・子育てについて 

問８  子どもはいない人が 50.0％。子どもがいる人については、「1人」が 20.1％、「2

人」が22.8％。 

問９  理想的な子どもの数は、「2人」が59.6％で、「３人」が27.5％。 

問 10 結婚している人のうち、生涯で持つつもりの子ども数は、「２人」が57.8％、「１人」

が20.4％。（なお、蕨市の希望出生率は1.55で、国民希望出生率1.8程度を下回

っている。） 

問 11 生涯で持つつもりの子ども数が、理想的な子ども数より少ない理由は、「子育てや教

育にお金がかかりすぎるから」という経済的理由が半数を超えるほか、「高年齢で産

むのはいやだから」が29.3％、「ほしいけれども、できないから」が26.3％。 

問８ 子どもの有無 

問 9 理想的な子どもの数 

問 10 最終的な子どもの数 
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問11 持つつもりの子どもの数の方が少ない理由 

56.6 

29.3 

26.3 

20.2 

16.2 

14.1 

14.1 

13.1 

9.1 

9.1 

8.1 

8.1 

11.1 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

高年齢で産むのはいやだから

ほしいけれども、できないから

家が狭いから

自分、あるいは配偶者の仕事（勤めや家業）に差し支える

から

健康上の理由から

末子が自分、あるいは配偶者の定年退職までに成人してほ

しいから

これ以上、育児の心理的・肉体的負担に耐えられないから

配偶者の家事・育児への協力が得られないから

配偶者が望まないから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

その他

無回答

（n=99）

（%）
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21.2 

17.0 

17.0 

16.2 

15.9 

15.4 

15.4 

11.0 

11.0 

8.8 

7.7 

4.9 

3.8 

3.3 

2.5 

2.2 

0.8 

4.4 

7.1 

27.4

21.9

15.8

19.9

13.7

8.9

8.2

8.9

10.3

7.5

8.2

3.4

4.1

2.1

2.7

3.4

1.4

4.1

10.3

17.1

13.8

18.0

13.8

17.5

19.4

20.3

12.4

11.1

9.7

7.4

6.0

3.7

4.1

2.3

1.4

0.5

4.6

5.1

0.0 10.0 20.0 30.0

１人目の子の学費・保育料などの補助や減税

２人目の子の学費・保育料などの補助や減税

地域や職場などでの保育施設の増設

出産費用の給付

出産後の女性の再就職支援

育児・家事を夫婦で分担することを推進

育児中の従業員に対する短時間勤務などの配慮

保育施設の質の充実

育児休業取得後の正常な職場復帰の保障

育児休業中の給与保障

不妊治療費用に対する助成

育児支援ヘルパー利用の無料化

親子で楽しめる施設を増やす

３人目の子の学費・保育料などの補助や減税

子どもの運動能力を伸ばせる施設を増やす

子ども中心の祭りや催しごとを増やす

子どもの学力を伸ばせる施設を増やす

その他

無回答

全体(n=364)

男性(n=146)

女性(n=217)

ダミー

（%）

問 12 子どもを持つ上で有効な支援としては、「子どもの学費・保育料などの補助や減税」

「地域や職場などでの保育施設の増設」が上位。男性は経済的な支援が上位である

一方、女性は働き方への配慮や家事分担などが上位。 

問 13 女性にとって出産を希望する理想の年齢は、25～29歳が57.1％。 

 現実では、初めて出産した年齢は、25～29歳が22.1％で、30～34歳が13.8％。 

問 14 出産を希望する理想の年齢より、現実の年齢が上回った理由としては、「ほしいけれ

どもできなかったから」が40.8％。 

問 12 子どもを持つ上で有効だと思う支援 
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問13 出産希望年齢 

問 1４ 理想より現実の年齢が上回った理由 

0.5 

0.5 

12.9 

8.3 

57.1 

22.1 

16.6 

13.8 

4.1 

5.1 

0.5 

1.4 

0.0 

0.0 

31.3 

8.3 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想(n=217)

現実(n=217)

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳

35～39歳 40～44歳 45～49歳 まだ出産していない

無回答 ダミー

40.8 

16.3 

16.3 

12.2 

10.2 

8.2 

2.0 

20.4 

4.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

ほしいけれどもできなかったから

自分の仕事や学業に差し支えたから

自分や夫婦の時間を大切にしたかったから

出産や子育てなどを支える収入に不安があったから

夫などの考え方や仕事の都合

育児に自信が持てなかったから

家事・育児への協力が得られなかったから

その他

無回答

（n=49）

（%）



10 

2.8 

11.1 

2.1 

2.3 

8.3 

0.7 

34.6 

26.7 

30.1 

40.6 

28.6 

50.0 

14.7 

13.4 

14.4 

5.1 

12.0 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

女性の生き方（理想）／女性
(n=217)

女性の生き方（現実）／女性
(n=217)

女性に望む生き方／男性
(n=146)

結婚せず、仕事を続ける【非婚就業コース】

結婚するが子どもは持たず、仕事を続ける【DINKSコース】

結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける【両立コース】

結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事を持つ【再就職コース】

結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の機会に退職し、その後は仕事を持たない【専業主婦コース】

無回答

（%）

４．仕事と生活について 

問 16 女性の生き方のタイプの理想としては、再就職コースが 40.6％、両立コースが

34.6％。 

女性の生き方のタイプの現実は、再就職コースが 28.6%、両立コースが 26.7％。

非婚就業コースが11.1％。 

男性が女性に望む生き方のタイプとしては、再就職コースが50.0％、両立コースが

30.1％。 

問 17 ワークライフバランス実現のために必要なこととしては、「保育内容の充実」が

51.9％、次いで、「柔軟な勤務制度」「育児・介護休業を利用しやすい職場環境」が

上位。 

問 16 女性の結婚・出産・働き方 

注：【非婚就業コース】等の呼称は、第14回出生動向基本調査の結果概要（国立社会保障・人口問題

研究所）による。 
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51.9 

37.4 

35.2 

31.3 

28.8 

27.2 

26.9 

15.1 

6.3 

3.0 

3.0 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

地域の保育施設や保育時間の延長など、保育内容を充実すること

在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入すること

育児・介護休業制度を利用しやすい職場環境をつくること

長時間労働や日常的な残業など、年間労働時間を見直すこと

男性が家事や育児をすることに対し、職場の理解があること

女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること

育児・介護休業中の賃金等を充実すること

男性が家事や育児を行う能力を高めること

育児・介護休業制度を利用した後の働き方のモデルを示すこと

職業上必要な知識や技術などの職業訓練を充実すること

その他

無回答

（n=364）

（%）

問17 仕事と生活の調和（ワークライフバランス）実現のために 
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満足している

28.6 

30.8 

6.6 

5.8 

3.3 

7.1 

1.9 

1.1 

3.8 

2.2 

8.2 

1.9 

3.8 

1.1 

4.4 

1.4 

6.9 

どちらかといえば

満足している

43.4 

45.3 

25.5 

24.2 

17.0 

32.1 

12.6 

11.8 

26.6 

10.2 

33.5 

12.4 

22.0 

12.1 

26.9 

22.3 

52.2 

どちらともいえない

17.9 

15.9 

37.6 

36.8 

44.5 

36.5 

64.6 

75.3 

47.5 

51.4 

32.4 

46.7 

39.6 

70.9 

58.0 

66.5 

32.7 

どちらかといえば

不満である

6.3 

6.9 

20.9 

22.5 

22.0 

17.0 

15.4 

8.0 

16.8 

25.8 

20.1 

27.2 

28.8 

11.5 

8.2 

7.1 

6.6 

不満である

2.7 

0.8 

8.8 

10.4 

12.6 

6.6 

3.6 

1.1 

4.7 

9.6 

5.5 

11.0 

5.2 

3.8 

1.9 

2.2 

1.4 

無回答

1.1 

0.3 

0.5 

0.3 

0.5 

0.5 

1.9 

2.7 

0.5 

0.8 

0.3 

0.8 

0.5 

0.5 

0.5 

0.5 

0.3 

0 20 40 60 80 100

(n=364)

交通の便利さ

買い物の便利さ

自然の豊かさ

地域の治安のよさ

街並みや景観の美しさ

病院、診療所などの医療施設

保育所や学童などの子育て支援施設

デイサービスセンターなどの福祉施設

公民館、図書館などの教育施設

美術館、博物館、ホールなどの文化施設

公園、広場、緑地などの施設

スポーツ、レジャーのための施設

飲食・娯楽のための施設

地震などの災害への安全対策

近所づきあいのよさ

市民活動などの地域コミュニティの活発さ

総合的に見た地域の住みやすさ

（%）

５．蕨市のまちづくりについて 

問18 普段の生活に対する満足度の平均点は、「買い物」「交通」の満足度が高い一方、「文

化施設」「スポーツ、レジャー施設」「街並みや景観の美しさ」の満足度は低い。 

問 19 人口問題に対して不安を感じているのは78.8％。 

問 20 不安の内容としては、「社会保障制度が立ち行かなくなること」が 72.1％。次い

で、「福祉サービスが行き届かなくなること」「地域を支える担い手が不足するこ

と」が上位。 

問 18 満足度 

【平均点】 

3.9 

4.0 

3.0 

2.9 

2.8 

3.2 

2.9 

3.0 

3.1 

2.7 

3.2 

2.7 

2.9 

3.0 

3.2 

3.1 

3.6 

注：満足度の平均点は、「満足している・どちらかといえば満足している・どちらともいえない・
どちらかといえば不満である・不満である」の回答数に、「５・４・３・２・１」点を与え、
その合計を回答数（無回答を除く）で除して算出。 
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28.8 50.0 13.5 1.9 4.9 0.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=364)

非常に不安である 少し不安である あまり不安ではない まったく不安ではない

わからない 無回答 ダミー

（%）

72.1 

43.6 

39.7 

33.1 

25.1 

13.2 

10.8 

7.0 

6.3 

5.6 

4.2 

1.4 

0.7 

2.4 

3.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

年金など社会保障制度が立ち行かなくなること

医療・介護など福祉サービスが行き届かなくなること

地域を支える担い手が不足すること

国や地方が税収減となり、行政サービスが低下すること

労働力人口の減少などにより産業が衰退すること

公共料金が高くなること

空き家が増加して地域がさびれること

災害が起きた場合に支えてくれる人がいなくなること

地域の伝統や文化が失われること

スーパーや商店がなくなること

インフラ（電気・ガス・水道などの）維持サービスが行き届かなくなること

スポーツ・文化・娯楽などの余暇を楽しむ機会が減少すること

公共交通機関が廃止されて不便になること

その他

無回答

（n=287）
（%）

問19 人口問題に対する不安 

問 20 不安の内容 
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57.7 

38.2 

27.2 

23.6 

22.5 

20.9 

9.9 

9.9 

8.2 

6.9 

6.6 

6.3 

5.8 

5.8 

3.3 

8.2 

58.2

39.0

23.3

15.1

21.9

18.5

12.3

13.7

7.5

7.5

4.8

8.2

7.5

8.9

4.1

8.2

57.1

37.3

30.0

29.5

22.6

22.6

8.3

7.4

8.8

6.5

7.8

5.1

4.6

3.7

2.8

8.3

0.0 20.0 40.0 60.0

子育てしやすい環境づくり

妊娠・出産への支援

雇用の場の確保・就労支援

医療・介護提供体制の充実

仕事と生活の調和（ワークライフバランス）

中心市街地の活性化

移動しやすい交通の整備

住宅の整備

大学・企業等の誘致

移住者への支援（相談体制、移住奨励金）

個性と学力を伸ばす教育の充実

芸術文化・スポーツの振興

産業の競争力強化

出会いの場の提供

その他

無回答

全体(n=364)

男性(n=146)

女性(n=217)

ダミー

（%）

問 21 人口問題への対応としては、「子育てしやすい環境づくり」が 57.7％で、次いで

「妊娠・出産への支援」、「雇用の場の確保・就労支援」が上位。女性の方が「雇

用の場の確保・就労支援」と「医療・介護提供体制の充実」が多い。 

問 22 少子化対策としては、「若い世代の経済的安定・雇用対策」と「子育て・教育の経

済的な負担の軽減」がそれぞれ52.5％で最も多い。男性は「若い世代の経済的安

定・雇用対策」、女性は「子育て・教育の経済的な負担の軽減」が最も多い。また

女性は、「働きながら子育てできる環境の充実」も上位。 

問 21 人口問題への対応 
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52.5 

52.5 

40.7 

31.0 

30.2 

28.6 

12.9 

12.1 

11.3 

1.4 

1.4 

58.2

50.0

29.5

33.6

25.3

27.4

13.0

14.4

14.4

2.1

2.7

48.8

54.4

47.9

29.0

33.6

29.5

12.9

10.6

8.8

0.9

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0

若い世代の経済的安定・雇用対策（正規雇用の推進など）

子育て・教育の経済的な負担の軽減

（保育料や子ども医療費の軽減など）

保育所など働きながら子育てできる環境の充実

（病児・病後児保育、放課後児童クラブなど）

仕事と生活の調和（ワークライフバランス）など働き方の見直し

（残業時間の短縮、休暇の取得促進など）

妊娠・出産しても働き続けられる職場環境の整備

（育児休業取得や再就職支援など）

妊娠・出産に対する支援（不妊治療、産後ケアなど）

いじめや犯罪などから子どもを守る施策（道徳教育、防犯対策など）

子育て世帯への住宅面の支援（公営住宅への優先入居など）

結婚に対する支援（出会いの機会創出の促進など）

その他

無回答

全体(n=364)

男性(n=146)

女性(n=217)

ダミー

（%）

問22 少子化対策 
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男性 41.9%

女性 56.5%

無回答 1.5%
（n=520）

20～24歳 4.8%

25～29歳 3.3%

30～34歳 6.3%

35～39歳 7.7%

40～44歳 9.8%

45～49歳 6.7%50～54

歳 8.7%55～59

歳 8.1%

60歳以上 44.0%

無回答 0.6%
（n=520）

錦町 11.9%

北町 15.4%

中央 32.5%

南町 16.2%

塚越 23.1%

無回答 1.0%

（n=520）

経営者・役員（自

営業含む） 7.9%

正社員・正職員
29.4%

派遣社員 1.7%

パート・アルバ

イト・非常勤・

契約・臨時・嘱

託 16.9%

専業主婦（夫）
15.0%

学生 1.9%

無職 23.5%

その他 2.3%
無回答 1.3%

（n=520）

蕨市内
11.3% 川口市 6.5%

戸田市 4.2%

さいたま市 5.0%

蕨市、川口市、戸

田市、さいたま市

以外の埼玉県内
1.9%

東京都 26.0%

埼玉県・東京都

以外 3.1%

通勤・通学してい

ない 32.5%

無回答 9.4%

（n=520）

２．転入・転出や地域連携等に関するアンケート  
◆調査期間   平成 27年 6月 

◆調査対象   20歳以上の市民1,000名 

◆回収数（率） 521票【有効票520票・白票１票】（52.1％） 

１．あなたご自身について 

【性別】                  【年齢】 

【居住地】                  【職業】 

【通勤・通学地】                  
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一人暮らし
14.0%

夫婦のみ 26.0%

２世代（親・子）
49.2%

３世代（親・子・

孫） 6.9%

その他 3.1% 無回答 0.8%

（n=520）

19.6 

9.2 

8.5 

7.1 

5.4 

4.8 

4.4 

40.8 

12.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

社会人・アルバイト等

就学前

小学校

短大・大学・大学院・高専・専門学校

中学校

高等学校

その他

同居している子どもはいない

無回答

（n=520）

（%）

持ち家（戸

建住宅）
51.5%

持ち家（集合住

宅） 23.1%

賃貸住宅（戸建住宅）
2.5%

賃貸住宅（集合

住宅） 20.0%

社宅・寮 1.2%

その他 1.2% 無回答 0.6%

（n=520）

【家族構成】 

【同居の子ども】 

【住まい】 
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12.5 86.7 0.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=520)

生まれたときから今の場所に住み続けている 途中で今の場所に引っ越してきた

無回答 ダミー

（%）

21.7 15.6 20.2 2.7 

1.5 

1.3 

3.1 3.1 29.6 1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=520)

蕨市内 埼玉県内他市町村 東京都 茨城県

栃木県 群馬県 千葉県 神奈川県

その他 無回答

（%）

39.5 

32.8 

15.5 

4.9 

4.4 

3.5 

2.7 

1.6 

8.9 

1.8 

39.1

24.5

21.2

8.2

4.9

3.8

1.6

2.2

12.0

1.6

40.5

39.4

10.8

2.3

4.2

3.5

3.5

1.2

6.9

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0

住まいのため（住み替え・家の購入など）

結婚のため（相手方や新居に移動など）

仕事のため（親や自分の転勤など）

独立のため（一人暮らし・進学・就職など）

親のため（介護など）

実家のため（家や墓を守るなど）

子どものため（出産・子育て・教育など）

環境のため（騒音・治安など）

その他

無回答

全体(n=451)

男性(n=184)

女性(n=259)

（%）

２．転入・転出について 

問1  出身地は、「蕨市内」「東京都」がそれぞれ約20％で、「埼玉県内他市町村」が15.6％。 

問 2  途中で蕨市内の今の場所に引っ越してきた人は86.7％。 

問 3  引っ越しのきっかけは、「住まいのため」が39.5％、「結婚のため」が32.8％。女

性は「結婚のため」、男性は「仕事のため」が多い傾向。 

問 1 出身地 

問 2 居住歴 

問 3 引っ越しのきっかけ 
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38.6 

34.8 

18.0 

14.6 

12.6 

8.9 

6.9 

4.0 

2.4 

2.2 

1.6 

1.1 

0.4 

0.4 

16.4 

4.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

交通の便がよい

配偶者の親や親戚が近くにいる（または同居）

職場や学校が近い

ふだんの買い物が便利

住宅の価格や部屋の賃貸料が安い

知人や友人が近くにいる

近所の雰囲気がよい

自然環境がよい

治安がよい

行政サービス（保健・福祉・教育など）がよい

医療施設が充実している

災害に強い

飲食・娯楽・おしゃれに便利

歴史や文化がある

その他

無回答

（n=451）

（%）

16.0 35.9 27.1 1.3 

0.7 

0.4 

3.1 4.9 8.2 2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=451)

蕨市内の別の場所 埼玉県内他市町村 東京都 茨城県

栃木県 群馬県 千葉県 神奈川県

その他 無回答

（%）

問4  引っ越し先選定の理由は、「交通の便がよい」が38.6％、「配偶者の親や親戚が近く

にいる」が34.8％。 

問 5  以前の居住地は、「埼玉県内他市町村」（川口市、戸田市、さいたま市など）が35.9％、

「東京都」が27.1％。 

問 4 引っ越し先選定理由 

問 5 以前の居住地 
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13.1 

4.9 

8.2 

3.3 

7.4 

5.7 

9.0 

9.0 

2.5 

15.6 

6.6 

1.6 

16.4 

17.2 

9.0 

9.0 

18.0 

5.7 

25.4 

2.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

親や親戚が近くにいない

知人や友人が近くにいない

職場や学校が遠い

交通の便が悪い

ふだんの買い物が不便

飲食・娯楽・おしゃれに不便

近所の雰囲気が合わない

自然環境が悪い

防災に不安がある

治安が悪い

医療施設が不十分

歴史や文化が浅い

行政サービス（保健・福祉・教育など）が悪い

いまの住まいが持ち家でない

賃貸料が高い

生まれ育ったところでない

老後の生活には向かない

結婚や就職で出ていくことになる

その他

無回答

（n=122）

（%）

70.2 16.2 7.3 4.0 2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=520)

今の場所に住み続けたい 住み続けるか転出するか迷っている 転出したい その他 無回答

（%）

30.1 

21.6 

10.4 

44.9 

27.4 

0.5 

5.8 

3.6 

2.7 

1.4 

3.6 

1.9 

3.3 

36.2 

2.7 

12.3 

5.8 

35.1 

1.4 

2.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

親や親戚が近くにいる（または同居）

知人や友人が近くにいる

職場や学校が近い

交通の便がよい

ふだんの買い物が便利

飲食・娯楽・おしゃれに便利

近所の雰囲気がよい

自然環境がよい

災害に強い

治安がよい

医療施設が充実している

歴史や文化がある

行政サービス（保健・福祉・教育など）がよい

購入した持ち家がある

賃貸料が安い

生まれ育ったところ

老人になっても暮らしやすい

住み慣れている

その他

無回答

（n=365）

（%）

問6  今の場所に住み続けたい人は70.2％。 

問 7  住み続けたい理由は、「交通の便がよい」が44.9％、「持ち家がある」が36.2%、

「住み慣れている」が35.1％。 

問 8  転出したい理由は、「老後の生活に向かない」「持ち家でない」「行政サービスが悪い」

「治安が悪い」が15～20％で同程度。 

問 9  すぐに転出しない理由は、「金銭的な理由」が61.5％。 

問 10 転出希望先は、「特に決まっていない」が35.2％、「東京都」が24.6％。 

問 6 定住意向 

問 7 住み続けたい理由・問8 転出したい理由 
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61.5 

17.2 

9.8 

9.0 

8.2 

7.4 

6.6 

5.7 

2.5 

0.8 

13.1 

0.8 

7.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

金銭的な理由

職場の都合

学校の都合

親の介護

交通の便

家や墓を守ること

地域への愛着

友人や仲間との関係

親戚との関係

近所づきあい

その他

すでに転出する計画がある

無回答

（n=122）
（%）

24.6 

19.7 

7.4 

3.3 

0.8 

0.0

0.0

4.9 

35.2 

4.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

東京都

埼玉県内他市町村

神奈川県

千葉県

栃木県

茨城県

群馬県

その他

特に決まっていない

無回答

（n=122）
（%）

問9 すぐに転出しない理由 

問 10 転出先 
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64.4 

24.4 

18.3 

13.3 

2.8 

0.6 

2.8 

3.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

結婚のため（相手方や新居に移動など）

仕事のため（通勤、転勤など）

独立のため（一人暮らし・進学など）

住まいのため（住み替え・家の購入など）

孫（子どもの子ども）のため（出産・子育て・教育など）

環境のため（騒音・治安など）

その他

無回答

（n=180）
（%）

34.6 

36.8

62.9

33.8 

39.1

14.0

31.5 

24.1

23.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体(n=520)

50歳代
(n=87)

60歳以上
(n=229)

別に暮らしている子がいる 別に暮らしている子はいない 無回答 ダミー

（%）

問11 別に暮らす子どもがいるのは、50歳代で36.8％、60歳以上で62.9％。 

問 12 子どもの引っ越した状況は、「結婚のため」が64.4％、「仕事のため」が24.4％。 

問 13 子どもの引っ越し先は、「埼玉県内他市町村」が36.1％、「蕨市内」が21.7%、「東

京都」が16.1％。 

問 14 子どもの引っ越し先選定理由は、「配偶者の親や親戚が近くにいる」が37.8%、「職

場や学校が近い」が35.0％、「交通の便がよい」が33.9％で上位。 

問 11 子どもの状況 

問 12 子どもの引っ越した状況 
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36.1 

21.7 

16.1 

6.1 

3.3 

0.6 

0.6 

0.0

8.9 

6.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

埼玉県内他市町村

蕨市内

東京都

神奈川県

千葉県

栃木県

群馬県

茨城県

その他

無回答

（n=180）
（%）

37.8 

35.0 

33.9 

11.7 

10.6 

9.4 

7.8 

6.7 

3.3 

2.2 

1.7 

1.1 

1.1 

0.6 

10.6 

5.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

配偶者の親や親戚が近くにいる（または同居）

職場や学校が近い

交通の便がよい

住宅の価格や部屋の賃貸料が安い

自然環境がよい

知人や友人が近くにいる

ふだんの買い物が便利

近所の雰囲気がよい

行政サービス（保健・福祉・教育など）がよい

災害に強い

医療施設が充実している

飲食・娯楽・おしゃれに便利

治安がよい

歴史や文化がある

その他

無回答

（n=180）
（%）

問13 お子さんの引っ越し先 

問 14 お子さんの引っ越し先の選定理由 
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満足している

34.0 

34.8 

5.0 

4.8 

2.5 

7.5 

2.9 

2.5 

6.9 

1.3 

7.7 

1.2 

2.7 

0.8 

5.0 

1.9 

7.5 

どちらかといえば

満足している

45.6 

42.5 

21.9 

31.9 

19.8 

36.2 

15.6 

11.9 

32.7 

11.0 

31.3 

12.5 

18.7 

16.0 

27.7 

24.0 

49.4 

どちらともいえない

11.0 

12.3 

45.6 

37.5 

48.3 

35.8 

62.7 

69.0 

41.7 

52.1 

36.3 

50.2 

47.1 

62.7 

51.2 

61.0 

32.9 

どちらかといえば

不満である

4.8 

6.2 

16.5 

16.3 

20.4 

13.5 

6.2 

7.3 

11.5 

22.5 

16.5 

23.8 

21.3 

11.9 

9.2 

5.8 

5.6 

不満である

1.0 

1.3 

7.5 

6.2 

5.8 

3.3 

1.7 

0.4 

2.3 

6.7 

4.0 

7.1 

5.6 

3.8 

3.1 

1.9 

1.3 

無回答

3.7 

2.9 

3.5 

3.3 

3.3 

3.8 

11.0 

8.8 

4.8 

6.3 

4.0 

5.2 

4.6 

4.8 

3.8 

5.4 

3.3 

0 20 40 60 80 100

(n=520)

交通の便利さ

買い物の便利さ

自然の豊かさ

地域の治安のよさ

街並みや景観の美しさ

病院、診療所などの医療施設

保育所や学童などの子育て支援施設

デイサービスセンターなどの福祉施設

公民館、図書館などの教育施設

美術館、博物館、ホールなどの文化施設

公園、広場、緑地などの施設

スポーツ、レジャーのための施設

飲食・娯楽のための施設

地震などの災害への安全対策

近所づきあいのよさ

市民活動などの地域コミュニティの活発さ

総合的に見た地域の住みやすさ

（%）

３．蕨市のまちづくりについて 

問15 普段の生活に対する満足度の平均点は、「買い物」「交通」の満足度が高い一方、「文

化施設」「スポーツ、レジャー施設」の満足度は低い。 

問 16 人口問題に対して不安を感じているのは73.8％。 

問 17 不安の内容としては、「社会保障制度が立ち行かなくなること」が 62.5％。次い

で、「福祉サービスが行き届かなくなること」、「地域を支える担い手が不足するこ

と」が上位。 

問 15 満足度 

【平均点】 

4.1 

4.1 

3.0 

3.1 

2.9 

3.3 

3.1 

3.1 

3.3 

2.8 

3.2 

2.8 

2.9 

3.0 

3.2 

3.2 

3.6 

注：満足度の平均点は、「満足している・どちらかといえば満足している・どちらともいえない・
どちらかといえば不満である・不満である」の回答数に、「５・４・３・２・１」点を与え、
その合計を回答数（無回答を除く）で除して算出。 
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24.0 49.8 13.8 1.0 8.8 2.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=520)

非常に不安である 少し不安である あまり不安ではない

まったく不安ではない わからない 無回答

（%）

62.5 

46.4 

40.9 

33.3 

19.5 

15.1 

14.3 

13.3 

9.6 

5.5 

4.2 

3.1 

0.3 

2.6 

2.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

年金など社会保障制度が立ち行かなくなること

医療・介護など福祉サービスが行き届かなくなること

地域を支える担い手が不足すること

国や地方が税収減となり、行政サービスが低下すること

労働力人口の減少などにより産業が衰退すること

公共料金が高くなること

空き家が増加して地域がさびれること

災害が起きた場合に支えてくれる人がいなくなること

スーパーや商店がなくなること

インフラ（電気・ガス・水道などの）維持サービスが行き届かなくなること

公共交通機関が廃止されて不便になること

地域の伝統や文化が失われること

スポーツ・文化・娯楽などの余暇を楽しむ機会が減少すること

その他

無回答

（n=384）
（%）

問16 人口問題に対する不安 

問 17 不安の内容 
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48.7 

35.8 

30.2 

28.8 

22.5 

15.4 

10.6 

8.1 

7.3 

7.1 

5.6 

3.7 

3.5 

2.3 

2.9 

13.1 

49.1

34.4

31.7

28.4

23.9

15.1

11.5

8.7

6.4

5.5

8.7

6.0

5.0

3.2

3.7

8.7

49.7

36.7

29.3

29.9

22.1

15.3

9.9

7.8

8.2

8.5

3.4

2.0

2.0

1.7

2.4

15.3

0.0 20.0 40.0 60.0

子育てしやすい環境づくり

医療・介護提供体制の充実

雇用の場の確保・就労支援

中心市街地の活性化

妊娠・出産への支援

仕事と生活の調和（ワークライフバランス）

移動しやすい交通の整備

住宅の整備

個性と学力を伸ばす教育の充実

大学・企業等の誘致

移住者への支援（相談体制、移住奨励金）

産業の競争力強化

出会いの場の提供

芸術文化・スポーツの振興

その他

無回答

全体(n=364)

男性(n=218)

女性(n=294)

ダミー

（%）

問 18 人口問題への対応としては、「子育てしやすい環境づくり」が 48.7％で、次いで

「医療・介護提供体制の充実」「雇用の場の確保・就労支援」「中心市街地の活性

化」が上位。男女ともに同様。 

問 19 地域連携のテーマは、「医療」「福祉・介護」がそれぞれ半数超え、「子育て」「公共

施設利用」がそれぞれ約 30％。年齢が高いほど、「医療」「福祉・介護」が多く、

年齢が低いほど「子育て」が多い傾向。 

問 18 人口問題への対応 
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58.7 

56.5 

34.2 

33.7 

22.3 

17.5 

14.2 

7.7 

3.1 

4.8 

23.8

35.7

61.9

45.2

23.8

14.3

16.7

9.5

4.8

2.4

60.3 

35.6 

64.4 

24.7 

12.3 

30.1 

20.5 

12.3 

2.7 

4.1 

54.7 

43.0 

33.7 

33.7 

30.2 

27.9 

15.1 

10.5 

2.3 

3.5 

60.9 

69.0 

28.7 

36.8 

25.3 

13.8 

19.5 

10.3 

3.4 

1.1 

65.1 

67.2 

21.4 

33.2 

21.0 

11.8 

9.6 

3.9 

3.1 

7.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

医療

福祉・介護

子育て

公共施設利用

産業振興

教育

交通ネットワーク

届出・手続き

その他

無回答

全体(n=520)

20歳代(n=42)

30歳代(n=73)

40歳代(n=86)

50歳代(n=87)

60歳以上(n=229)

ダミー

（%）
問19 地域連携 
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蕨市内

30.1 

41.9 

38.0

川口市

8.2 

3.5 

1.7

戸田市

5.5 

10.5 

4.4

さいたま市

0.0 

0.0 

0.4

左記以外の

埼玉県内

0.0 

2.3 

0.0

東京都

4.1 

5.8 

0.4

その他

0.0 

2.3 

0.4

利用しない

43.8 

27.9 

32.8

無回答

8.2 

5.8 

21.8

0 20 40 60 80 100

30歳代(n=73)

40歳代(n=86)

60歳以上(n=229)

（%）

【子ども・子育て

（施設や遊び場の利用など）】

【健康、福祉・介護施設】

蕨市内

54.6 

26.5 

71.0 

12.5 

30.2 

53.7 

28.1 

4.0 

29.8 

91.7 

川口市

11.3 

3.7 

11.5 

19.8 

16.0 

6.7 

5.8 

5.8 

3.8 

0.6 

戸田市

16.3 

4.4 

10.2 

9.2 

10.2 

4.4 

8.3 

1.2 

3.7 

さいたま市

3.1 

1.0 

0.8 

15.2 

7.3 

1.9 

3.1 

6.0 

0.6 

左記以外の

埼玉県内

0.2 

0.6 0.0

4.4 

1.7 

0.2 

1.0 

1.7 

0.2 

0.2 

東京都

7.3 

4.0 

1.2 

26.5 

20.2 

2.9 

4.8 

45.4 

1.2 

その他

0.2 

1.9 

0.4 

4.6 

1.9 

0.2 

1.9 

1.9 

1.0 

利用しない

1.5 

37.7 

0.2 
0.4 

3.1 

21.0 

36.5 

23.5 

47.5 

0.8 

無回答

5.4 

20.2 

4.8 

7.3 

9.4 

9.0 

10.6 

10.6 

12.3 

6.7 

0 20 40 60 80 100

(n=520)

病院・診療所

子ども・子育て（施設や遊び場の利用など）

日用品や食料品の買い物

日用品以外の洋服・家具などの買い物

レストランなどでの飲食

生涯学習活動（公民館・図書館利用など）

スポーツ・レクリエーション活動

芸術活動（観劇、鑑賞など）

健康、福祉・介護施設

各種届出、手続きの窓口利用

（%）

問 20 普段の生活で、病院・診療所、日用品等の買い物、生涯学習活動は、「蕨市内」が

半数超え。日用品以外の買い物やレストランでの飲食、芸術活動は、「東京都」が

多い傾向。子ども・子育て施設について、30歳代・40歳代の子育て世代は、「蕨

市内」が約30～40％。健康・福祉介護施設について、60歳代以上は約40％。 

問 20 主な利用先 

●上記より抜粋（年齢別） 
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16歳
13.7%

17歳
15.2%

18歳
17.9%

19歳
13.1%

20歳
13.1%

21歳
11.3%

22歳
15.2%

無回答 0.3%

（n=335）

男性 49.6%女性 49.6%

無回答 0.9%
（n=335）

錦町
11.9%

北町 15.5%

中央 28.7%
南町 18.8%

塚越 25.1%

（n=335）

高校 30.7%

高専・短大・専門

学校 8.1%

大学 39.1%

大学院 1.2%

その他 6.6%

就学せず、

働いている
13.7%

無回答 0.6%

（n=335）

一人暮らし 5.4%

夫婦のみ 0.6%

２世代（親・子）
74.0%

３世代（親・

子・孫）
17.3%

その他 2.4%
無回答 0.3%

（n=335）

蕨市内 62.7%
埼玉県内

他市町村
17.3%

東京都 6.0%

茨城県 0.6%

栃木県 0.3%

群馬県 0.3%

千葉県 0.6% 神奈川県 1.2%

その他
10.4%

無回答 0.6%

（n=335）

３．就職・進学状況や定住意向等に関するアンケート  
◆調査期間   平成 27年 6月 

◆調査対象   16歳から22歳までの市民1,000名 

◆回収数（率） 335票【有効票335票・白票0票】（33.5％） 

１．あなたご自身について 

【性別】                  【年齢】

【居住地】                 【就学・就職状況】

【同居の家族構成】             【出身地】 
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45.4 

16.7 

11.9 

11.6 

2.1 

1.5 

3.0 

32.8 

1.5 

44.0

15.7

9.6

13.3

1.8

0.6

3.0

34.3

0.6

47.6

18.1

13.3

10.2

2.4

2.4

3.0

31.3

2.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

東京都

近隣市（川口市・戸田市・さいたま市）

その他埼玉県内

蕨市内

神奈川県

千葉県

その他

特に決まっていない

無回答

全体(n=335)

男性(n=166)

女性(n=166)

（%）

42.7 

35.8 

22.1 

12.8 

6.9 

2.4 

1.8 

0.6 

9.3 

13.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

魅力的な求人・仕事があるから

現在の居住地から通勤しやすいから

収入の高い仕事に就きやすいから

その地域が好きだから

友人や知人が多いから

近くに親類が住んでいるから

家族が希望しているから

家業を継ぐため

その他

無回答

（n=335）
（%）

２．就職・進学について 

問1 将来の就職希望先は、「東京都」が45.4％、「近隣市」が16.7％で、男女とも同様

の傾向。 

問 2 就職希望先として選ぶ理由は、「魅力的な求人・仕事があるから」が42.7％、「通勤

しやすいから」が35.8％。 

問 3 就職したい業種は、「公務」「医療、福祉」「教育、学習支援業」がそれぞれ約20％。

男性は「情報通信業」、女性は「理容、美容、旅行業、娯楽業」や「宿泊業、飲食サ

ービス業」が多い傾向。 

問 1 就職先として希望する地域 

問 2 就職先として希望する理由 
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23.9 

22.1 

20.6 

18.2 

14.3 

12.5 

10.4 

8.4 

6.6 

6.3 

4.8 

3.3 

2.7 

2.4 

10.4 

3.9 

25.3

18.1

20.5

18.7

9.6

7.2

15.1

6.6

9.6

4.8

8.4

5.4

4.2

3.6

9.0

3.6

22.9

26.5

20.5

18.1

19.3

18.1

6.0

10.2

3.6

7.8

1.2

1.2

1.2

1.2

10.8

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0

公務（国家公務・地方公務）

医療、福祉

教育、学習支援業

学術研究、専門・技術サービス業

理容、美容、旅行業、娯楽業

宿泊業、飲食サービス業

情報通信業

金融業、保険業

製造業

卸売業、小売業

建設業

不動産業、物品賃貸業

運輸業、郵便業

電気・ガス・熱供給・水道業

その他

無回答

全体(n=335)

男性(n=166)

女性(n=166)

ダミー

（%）

問3 就職したい業種 
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62.7 

39.4 

37.3 

31.0 

28.4 

15.5 

12.2 

10.4 

10.1 

4.8 

0.9 

2.7 

1.8 

60.8

40.4

33.7

29.5

26.5

15.1

15.7

9.0

9.6

7.2

0.6

1.8

1.8

65.7

38.6

41.0

32.5

30.7

15.1

8.4

12.0

10.8

2.4

0.6

3.6

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

業種・事業内容

給与・ボーナス

雰囲気・イメージ

会社の安定性

休日・勤務時間

通勤時間

会社の将来性

福利厚生

仕事と家庭の両立

会社の規模

親または学校の推薦

その他

無回答

全体(n=335)

男性(n=166)

女性(n=166)

ダミー

（%）

問 4 就職先を選ぶ条件は、「業種・事業内容」が 62.7％、次いで「給与・ボーナス」と

「雰囲気・イメージ」が上位。女性の方が「雰囲気・イメージ」をより重視。 

問 5 進学先として希望する地域は、「東京都」が62.0％。 

問６ その希望理由は、「興味のある学校があるから」が71.3％、「通学しやすいから」が

46.5％。 

問 4 就職先を選ぶ条件 



33 

62.0 

16.3 

10.9 

3.1 

2.3 

7.0 

18.6 

0.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

東京都

その他埼玉県内

近隣市

千葉県

神奈川県

その他

特に決まっていない

無回答

（n=129）

（%）

71.3 

46.5 

3.9 

3.1 

3.1 

1.6 

0.0

7.8 

7.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

興味のある学校があるから

現在の居住地から通学しやすいから

その地域が好きだから

近くに親類が住んでいるから

友人や知人が多いから

親から独立して暮らしたいから

家族が希望しているから

その他

無回答

（n=129）

（%）

問5 進学先として希望する地域 

問 6 進学先として希望する理由 
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20.6 10.7 39.1 9.3 19.1 1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=335)

住み続けたい

進学や就職などでいったん市を離れても、いずれは蕨市に住みたい

進学・就職先などによるが、蕨市に住み続けることにこだわらない

市外に移り住みたい

わからない

無回答

（%）

３．将来の定住意向について 

問 7 将来、「蕨市に住み続けることにこだわらない」が 39.1％で、「市外に移り住みたい」

と合計すると約半数。一方、「住み続けたい」は20.6％で、「いずれは蕨市に住みたい」

と合計すると約30％。 

問 8 蕨市に住みたい理由は、「都心に近いから」が約半数で、「買い物」や「交通」の利便

性がよいからがそれぞれ41.0％。 

問 9 市外に移り住みたい理由は、「広い世界で活躍したいから」が52.5％。「一人暮らしを

してみたいから」と「やりたい仕事を選べないから」がそれぞれ約30％。 

問 7 将来の定住意向 
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47.6 

41.0 

41.0 

34.3 

15.2 

15.2 

11.4 

4.8 

3.8 

1.9 

1.0 

0.0

11.4 

1.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

都心に近いから

買い物など日常生活が便利だから

道路や交通の便がよいから

友だちや家族などから離れたくないから

災害が少ないから

近隣の人々との絆が強いから

治安がよいから

やりたい仕事があるから

親や家族の世話をする必要があるから

家業を継ぐ必要があるから

自然環境が豊かだから

新しい物や情報が充実しているから

その他

無回答

（n=105）
（%）

52.5 

28.4 

27.8 

10.5 

10.5 

9.3 

7.4 

6.2 

6.2 

2.5 

1.9 

0.0

19.1 

0.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

蕨市にとらわれず、広い世界で活躍したいから

一人暮らしをしてみたいから

やりたい仕事を選べないから

自然環境が乏しいから

治安が悪いから

都会の雰囲気やイメージに憧れるから

道路や交通の便が悪いから

買い物など日常生活が不便だから

新しい物や情報が不足しているから

近隣の人々との付き合いが面倒だから

都心に出にくいから

災害が多いから

その他

無回答

（n=162）
（%）

問8 住みたい理由 

問 9 こだわらない・移りたい理由 
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満足している

34.9 

32.5 

4.8 

11.6 

3.3 

16.4 

9.0 

9.3 

14.0 

5.1 

11.9 

3.9 

11.9 

6.0 

10.4 

7.8 

17.6 

どちらかといえば

満足している

43.0 

37.0 

18.2 

23.0 

21.8 

38.8 

26.3 

17.9 

29.3 

13.4 

35.5 

21.2 

27.5 

22.7 

31.9 

28.1 

47.8 

どちらともいえない

13.7 

19.1 

44.8 

33.4 

43.9 

29.9 

54.9 

63.6 

32.8 

45.4 

26.3 

33.1 

31.3 

55.2 

43.9 

51.9 

28.4 

どちらかといえば

不満である

4.5 

9.3 

23.0 

23.0 

25.1 

12.5 

7.8 

6.9 

18.2 

26.3 

17.9 

28.4 

21.8 

13.4 

9.6 

9.3 

5.4 

不満である

0.3 

1.5 

9.0 

8.4 

5.7 

2.1 

1.2 

1.2 

5.1 

9.0 

8.1 

13.1 

6.9 

1.5 

3.6 

2.7 

0.0

無回答

3.6 

0.6 

0.3 

0.6 

0.3 

0.3 

0.9 

1.2 

0.6 

0.9 

0.3 

0.3 

0.6 

1.2 

0.6 

0.3 

0.9 

0 20 40 60 80 100

(n=335)

交通の便利さ

買い物の便利さ

自然の豊かさ

地域の治安のよさ

街並みや景観の美しさ

病院、診療所などの医療施設

保育所や学童などの子育て支援施設

デイサービスセンターなどの福祉施設

公民館、図書館などの教育施設

美術館、博物館、ホールなどの文化施設

公園、広場、緑地などの施設

スポーツ、レジャーのための施設

飲食・娯楽のための施設

地震などの災害への安全対策

近所づきあいのよさ

市民活動などの地域コミュニティの活発

さ

総合的に見た地域の住みやすさ

（%）

４．蕨市のまちづくりについて 

問10 普段の生活に対する満足度の平均点は、「交通」「買い物」の満足度が高い一方、「ス

ポーツ、レジャー施設」「文化施設」の満足度は低い。 

問 11 人口問題に対して不安を感じているのは61.5％。 

問 12 不安の内容としては、「社会保障制度が立ち行かなくなること」が 57.3％。次い

で、「地域を支える担い手が不足すること」「福祉サービスが行き届かなくなるこ

と」が上位。 

問 10 満足度 

【平均点】 

4.1 

3.9 

2.9 

3.1 

2.9 

3.6 

3.3 

3.3 

3.3 

2.8 

3.3 

2.7 

3.2 

3.2 

3.4 

3.3 

3.8 

注：満足度の平均点は、「満足している・どちらかといえば満足している・どちらともいえない・
どちらかといえば不満である・不満である」の回答数に、「５・４・３・２・１」点を与え、
その合計を回答数（無回答を除く）で除して算出。 
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18.5 43.0 16.7 4.5 16.4 0.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(n=335)

非常に不安である 少し不安である あまり不安ではない まったく不安ではない

わからない 無回答 ダ

（%）

57.3 

45.1 

35.0 

33.5 

23.8 

10.2 

10.2 

7.3 

6.8 

4.4 

4.4 

4.4 

2.9 

4.9 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

年金など社会保障制度が立ち行かなくなること

地域を支える担い手が不足すること

医療・介護など福祉サービスが行き届かなくなること

労働力人口の減少などにより産業が衰退すること

国や地方が税収減となり、行政サービスが低下すること

空き家が増加して地域がさびれること

公共料金が高くなること

地域の伝統や文化が失われること

災害が起きた場合に支えてくれる人がいなくなること

インフラ（電気・ガス・水道などの）維持サービスが行き届かなくなること

公共交通機関が廃止されて不便になること

スポーツ・文化・娯楽などの余暇を楽しむ機会が減少すること

スーパーや商店がなくなること

その他

無回答

（n=206）

（%）

問11 人口問題に対する不安 

問 12 不安の内容 
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51.6 

29.3 

23.0 

23.0 

19.1 

15.8 

11.0 

8.4 

8.4 

8.1 

8.1 

8.1 

7.2 

6.6 

3.6 

10.4 

41.0

19.3

25.3

24.1

16.9

9.6

9.6

13.9

8.4

6.0

6.0

10.2

6.6

7.2

4.8

15.1

62.7

38.6

20.5

22.3

21.1

22.3

12.7

2.4

7.8

9.6

10.2

6.0

7.8

6.0

2.4

6.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

子育てしやすい環境づくり

妊娠・出産への支援

中心市街地の活性化

雇用の場の確保・就労支援

医療・介護提供体制の充実

仕事と生活の調和（ワークライフバランス）

移動しやすい交通の整備

出会いの場の提供

個性と学力を伸ばす教育の充実

住宅の整備

移住者への支援（相談体制、移住奨励金）

芸術文化・スポーツの振興

大学・企業等の誘致

産業の競争力強化

その他

無回答

全体(n=335)

男性(n=166)

女性(n=166)

ダミー

（%）

問13 人口問題への対応としては、「子育てしやすい環境づくり」が51.6％で、次いで「妊

娠・出産への支援」「中心市街地の活性化」「雇用の場の確保・就労支援」が上位。

子育て環境や妊娠・出産への支援、仕事と生活の調和については、女性の方が多い

傾向。 

問 14 若者に選ばれるまちづくりに重要なことは、「働く場」が28.7％、「出産・子育て支

援」「買い物・食事」がそれぞれ約20％で上位。男性は「働く場」、女性は「出産・

子育て支援」がそれぞれ最も多い。 

問 13 人口問題への対応 



39 

28.7 

24.8 

23.3 

18.2 

16.1 

15.8 

14.0 

10.7 

10.1 

9.3 

3.0 

8.1 

31.9

16.3

22.3

15.1

16.9

18.1

14.5

10.8

15.1

9.6

3.6

6.0

25.9

33.7

24.1

21.7

15.7

13.3

13.9

10.2

5.4

8.4

2.4

9.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

働く場を確保しやすい

出産・子育てに対する支援が充実している

買い物や食事などがしやすい

住むところを確保しやすい

若者の意見が尊重される

遊び場が充実している

教育環境が整っている

様々なことにチャレンジできる機会が多い

同世代の若者との交流機会が多い

蕨市の魅力を全国の若者にPRして、関心

を持ってもらう

その他

無回答

全体(n=335)

男性(n=166)

女性(n=166)

ダミー

（%）

問14 若者に選ばれるまちづくり 


